
第 9 回教育コンテンツ作成WG 議事録（確定） 

日  時 ： 令和 6 年３月 19 日（火）10：00～10：55 

形  式 ： Web 会議（Zoom） 

場  所 ： 日本薬学会長井記念館 4 階 事務局（ホスト会場） 

出 席 者 ： 別記１ 

配布資料 ： 別記２ 

１．教育コンテンツ 現状報告 

㈱カビネットより、教育コンテンツの現状について報告がなされた。 

次年度 4 月以降は、教員用と学生用のアカウントを区別して提供する方向であるとの報告もな

された。 

主な意見の提示 

・この教材は、教員向けの内容ではないのか。

・学生教育にも資する教材と考えるがいかがか。

・PDF での資料はダウンロードできるのではいか。

・無料によるアカウントの有効期間中は、ダウンロード不可に修正するがいかがか。

・３月中の無料期間には、100 個のアカウントを提供する。4 月以降 5 月 31 日までは 5 個の

アカウントを提供するがいかがか。

２．薬学教育教材コンテンツ開発及び作成の完了について 

 配布資料に基づき説明がなされた。➀㈱ホサカから作業完了報告書に基づく納品書が届いたこ

と。②納品書に基づき、教育コンテンツ作成 WG 亀井美委員長及び e-learning コンテンツ作成

WG 木下委員長により、薬学教育教材コンテンツを確認いただき、確認記録票を提出いただいた

こと。③二つの WG 委員長から届いた確認記録票に基づき、本間代表理事も薬学教育教材コンテ

ンツを確認の上、給付の完了ができたため検収調書を作成したこと。④㈱ホサカより請求書を受

理し、支払いを終了したこと等の報告がなされた。 

３．次年度の活動について 

本間代表理事より次年度から各大学で教材コンテンツ利用いただくため、各大学へコンテンツ

のアカウントを提供し、ご視聴いただくことを予定しているとの報告があった。 

また、教育教材コンテンツを各大学が利用するにあたり、利用予定状況も確認することの説明

がなされた。特に、➀教材名、②内容、③利用方法、④利用料金、⑤申込方法等を確認いただき、

教材利用希望申込書に利用予定となる科目、学年、学生数、希望アカウント数について回答いた

だくとの詳細について、補足説明があった。 
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主な意見の提示 

・後期に改めて申し込みを検討したい場合、無料で視聴はできないか。

・学内予算の関係から次年度に申し込みを検討する際に無料視聴を検討いただけないか。

・今後、経費も踏まえ、後期や次年度等の申込時に無料視聴できるよう検討するがいかがか。

・利用予定状況の確認は理解できるが、このような教材を作成したのは初めてのことであり、表

題の記載を見直すべきではないか。

・コアカリ令和 4 年度改訂版に則った教材内容であり、作成しました的な案内はどうか。

・やはり、各大学にキャッチーナ文言を提示すべきではないか。

・文部科学省の委託費により、令和４年度改訂版コアカリの内容を反映した e-learning 教育教材

コンテンツを作成したことの表題が相応しいのではないかいかがか。 

また、このコンテンツは参加型教材であることが伝わる内容となる案内がよろしいのではない

か。 

４．その他 

1)薬学教育教材コンテンツを関連団体へ情報提供することについて 

本間代表理事より木下先生から薬学教育教科担当会議の席上で本コンテンツの件をアナウンス

していただいたことの報告があった。 

また、来週開催の薬学会の席上で有田委員よりこのコンテンツについてご案内いただけるとの

提案をいただいている旨の報告がなされた。 

2)本 WG の今後の活動について 

本間代表理事より、文部科学省の委託事業費で設置した本 WG も今回、最後であるが、今後は、

本協議会の会議体として新たに活動していただきたいとの発言がなされた。 

3)謝意について 

亀井委員長より、本日、このＷＧも最後となったが、薬学教育教材コンテンツが完成したこと。

今回、公開できることとなったこと等について、ＷＧ委員に対して感謝の言葉が伝えられた。 

次いで本間代表理事から医学教育課関係者、WG 委員、㈱ホサカ、㈱カビネットに感謝の言葉

が述べられた。 

大久保薬学教育専門官よりこのＷＧに参加できたことにより大変勉強になったこと。また、こ

の薬学教育教材コンテンツを発信することで、薬学界全体に影響を及ぼすのではないかと個人的

に期待しているとの発言がなされた。 

本間代表理事より閉会の宣言がなされ教育コンテンツ作成ワーキンググループが終了となった。 
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別記 1 教育コンテンツ作成ワーキンググループ第 9 回（3 月 19 日開催） 

構成員氏名 所   属 出欠席  備 考 欄 

亀 井 美和子 帝京平成大学薬学部 Web 

有 田 悦 子 北里大学薬学部医療心理学部門 Web 

亀 井 大 輔 昭和大学薬学部薬学教育講座 欠席 

川 名 三知代 ココカラファイン薬局砧店 Web 

岸 本 桂 子 昭和大学薬学部社会健康薬学講座 欠席 

篠 原 久仁子 恵比寿ファーマシー 欠席 

本 間   浩 一般社団法人薬学教育協議会 Web 

オブザーバー 文部科学省高等教育局医学教育課 

e-learning 教材作成業者  ◦株式会社ホサカ ◦株式会社カビネット
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別記 2 教育コンテンツ作成ワーキンググループ第 9 回（3 月 19 日開催） 

<配付資料> 

資料 ◦e-learning システム画面キャプチャ（写） 

 資料 ◦検収確認記録票（亀井美和子先生） 

資料 ◦検収確認記録票（木下 淳先生） 

資料 ◦検収調書（薬学教育協議会） 

 資料 ◦薬学教育教材コンテンツ納品書等 
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